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Ⅱ センターの事業報告 
１． センター事業日誌（平成 24 年 4 月～平成 25 年 3 月） 
年 月 日 事 業 内 容 
平成 24年 
4月 24日(月) 
第 122 回学際科学実験センター教員会議， 
予算・点検評価専門委員会 
5月 14日(月) 第 123 回学際科学実験センター教員会議（書面付議） 
5月 28日(月) 第 124 回学際科学実験センター教員会議 
6月 25日(月) 第 125 回学際科学実験センター教員会議 
7月 9日(月) 第 126 回学際科学実験センター教員会議（書面付議） 
7月 24日(火) 
～7月 27日(金) 第 20 回生命工学トレーニングコース「遺伝子工学・基礎技術コース」 
7月 30日(月) 予算・点検評価専門委員会 
8月 23日(木) 平成 24 年度第 1回設備共同利用推進室運営委員会 
9月 24日(月) 第 127 回学際科学実験センター教員会議 
9月 25日(火) 平成 24 年度実験動物慰霊祭 
10月 9日(火) 平成 24 年度第 2回設備共同利用推進室運営委員会 
10月 18日(木) 
～10月 19日(金) 第 21 回生命工学トレーニングコース「生命科学・ＲＩ利用技術基礎コース」 
10月 22日(月) 第 128 回学際科学実験センター教員会議 
10月 25日(木) 第 129 回学際科学実験センター教員会議（書面付議） 
11月 7日(水) 
～11月 9日(金) 第 22 回生命工学トレーニングコース「発生工学・基礎技術コース」 
11月 26日(月) 第 130 回学際科学実験センター教員会議， 予算・点検評価専門委員会 
12月 26日(月) 第 3 回学際科学実験センター外部評価発表会 
12月 27日(木) 予算・点検評価専門委員会， 平成 24 年度第 3回設備共同利用推進室運営委員会 
12月 28日(金) 第 131 回学際科学実験センター教員会議（書面付議） 
平成 25年 





２． 第 42回北陸実験動物研究会 
北陸実験動物研究会の年次総会及び研究会が，本センター・遺伝子改変動物分野を世話役とし，










開催日：平成 24 年 4 月 28 日（土曜日） 
場 所：医学類 G棟講義室 
プログラム「タンパク質分解の分子機構」 
講演 1「N-end rule pathway による細胞内タンパク質分解とその調節の分子機構」 
   田崎隆史先生（金沢医科大学総合医学研究所） 
講演 2「マウス初期胚発生と精子形成過程におけるオートファジーの役割」 
    塚本智史先生（(独)放射線医学総合研究所 研究基盤センター） 
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主 催：金沢大学，北陸地域アイソトープ研究会 
開催日：平成 24 年 5 月 15 日（火）15:00～16:30 
場 所：金沢大学十全講堂 
講 演：「福島第一原発事故による汚染とその影響の考え方」 
柴 和弘 先生（金沢大学学際科学実験センター教授） 
４． 第 20回生命工学トレーニングコース 
「遺伝子工学・基礎技術コース」 
今回の生命工学トレーニングコースでは，遺伝子及びタンパク質の発現解析を中心に講義と実習









開催日：平成 24年 7月 24日（火）～7月 27日（金） 
場 所：遺伝子研究施設 
参加者：20名， 学内 19名・ 学外 1名（内，企業 1名） 
５． 第 21回生命工学トレーニングコース 
「生命科学・ＲＩ利用技術基礎コース」 
いろいろな遺伝子改変動物で発現する異常蛋白や特異蛋白等による生体の機能変化を解析する
には RI 標識化合物の利用が不可欠です。そこで今回，蛋白や神経伝達物質等の生理活性物質の RI
標識技術や RI 標識体の動物実験技術を習得するためのトレーニングコースを平成 24 年 10 月 18














③ [125I]IBZM の高速液体クロマトグラフ装置(HPLC)による分離・精製 
④ [125I]IBZM の放射能測定及び放射能濃度調製 
⑤ マウスを用いた[125I]IBZM の経時的体内分布実験及びインビボ薬物阻害実験 
⑥ 放射能測定装置（ガンマカウンタ等）の操作及びデータ解析 
６． 第 22回生命工学トレーニングコース 
「発生工学・基礎技術コース」 
本遺伝子改変マウス作出の基礎技術であるマウス胚の基本操作の習得を目的とした技術研修が，
11 月 7 日から 3日間にわたり，学内 8名，学外 1名の参加により実験動物研究施設を主会場に開
催された。8回目となる本研修では，受精卵の採卵・凍結などの基本操作に加えて，昨年度に引き
続き，ノックアウトマウス作製の基本技術となる ES 細胞と 8細胞期胚との集合キメラ胚の作製と
キメラ胚の子宮内移植を行った。胚培養技術の進歩により，従来は難度の高かった C57BL/6 系統
由来の ES 細胞を，当施設が GFP 遺伝子を導入したマウスから自作して用いたところ，9名全員の
キメラ胚に GFP 陽性が確認でき，うち 2 名の移植したマウスからキメラマウスを得ることができ
た。学内公開されたセミナーでは，東京大学医科学研究所・幹細胞治療研究センターの小林俊寛博















７． 第 3回学際科学実験センター外部評価発表会 









８． 第 25回放射性同位元素研究連絡会シンポジウム 
̶福島原発事故に対する金沢大学のアプローチ̶ 











日 時：平成 25 年 3 月 8 日（金）13:00～17:35  




 長尾誠也（環日本海域環境研究センター 教授） 
講演 2：福島県の土壌汚染マップ作製について 
 横山明彦（理工研究域物質化学系 教授） 
講演 3：超ウラン元素（Pu,Am,Cm）諸核種の放出実態  
 山本政儀（環日本海域環境研究センター 教授） 
講演 4：汚染野菜の放射能除去と食品からの内部被ばくについて  
 柴 和弘（学際科学実験センター 教授） 
講演 5：汚染土壌の除染法  
 太田富久（医薬保健学総合研究科 特任教授） 
参加者数：139 名  
 
  
  
